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市議会だより

議長・副議長の就任あいさつ
常任委員会等委員紹介
審議した主な議案の内容
市政を問う（議案質疑・一般質問）
伊勢市の新型コロナウイルス感染症対策
伊勢市駅前再開発ビルへの入居

・・・・・・・・・・・・・  ２ページ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ページ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ４ページ

・・・ ６～13ページ
・・・ 14～15ページ

・・・・・・・・・・・ 16ページ

主な記事 「 “とこまる” のおひなさま」
市内在住の方にご投稿いただきました。

　撮影日  2020年２月４日　
「昨年のおひなさまめぐり  in  二見で飾られていた
三重とこわか国体・三重とこわか大会マスコットキャ
ラクター  “とこまる” のおひなさまです。」

　今年のおひなさまめぐり in 二見は新型コロナウイ
ルス感染症対策で規模を縮小しますが、令和３年２月
４日～３月７日の期間で開催予定です。
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議長に浜口和久議員、副議長に𠮷岡勝裕議員、監査委員に辻孝記議員

議会の新しい体制がスタートしました
令和２年12月市議会定例会の概要

　12月定例会を12月７日から23日までの17日間の会期で開会しました。
　12月８日に議長および副議長の選挙を行い、議長に浜口和久議員、副議長に𠮷岡勝裕議員を選
任、また同日、議会選出の監査委員として辻孝記議員を選出しました。
　翌９日には、常任委員会委員、議会運営委員会委員の選任等を行いました。（各委員会委員の一
覧は、３ページに掲載しています。）

議
長
・
副
議
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

議
長
・
副
議
長
の
就
任
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
市
議
会
の
活
動
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
私
ど
も
両
名
は
、

12
月
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
信
頼

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠

意
全
力
で
職
務
を
全
う
し
て
ま

い
る
所
存
で
す
。

議
員
全
員
参
加
型
の
議
会
改
革
を
進
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　  

議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

　
令
和
２
年
当
初
よ
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
経
済
活
動
や
市
民
の
社
会

生
活
形
態
も
様
変
わ
り
す
る
中
、

伊
勢
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
会
議
の
設
置
、

各
種
団
体
と
の
懇
談
会
、
市
長

へ
の
要
望
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
実
施
、
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
な
ど
様
々
な
対

応
を
と
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
社
会
生
活
の
急
な

変
化
に
対
応
し
、
柔
軟
な
議
会

運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
同
様
、

議
員
全
員
参
加
型
の
議
会
改
革

を
進
め
、
議
会
改
革
の
流
れ
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
議
会
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
今
年
は
第
76
回
国
民

体
育
大
会
﹁
三
重
と
こ
わ
か
国

体
﹂・
第
21
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
﹁
三
重
と
こ
わ
か

大
会
﹂
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
先
行
き
は
不
透
明
で
は

あ
り
ま
す
が
、
盛
り
上
が
る
大

会
と
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
と
も
に
議
員
一
同
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

浜口　和久
議　長

議
会
選
出
の
監
査
委
員

𠮷岡　勝裕
副議長

辻　孝記
監査委員

　
12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か

ら
﹁
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
９
号
︶﹂

を
は
じ
め
と
す
る
45
議
案
が
提

出
さ
れ
、
本
会
議
、
各
常
任
委

員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
議
し

た
結
果
、
各
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
、
同
意
、
そ
の
ほ
か
発

議
３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
、

議
決
結
果
は
４
～
５
ペ
ー
ジ
、

議
案
質
疑
・
一
般
質
問
の
詳
細

は
６
～
13
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
﹁
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
10
号
︶﹂

で
は
、
伊
勢
市
駅
前
Ｂ
地
区
再

開
発
ビ
ル
へ
の
市
の
保
健
福
祉

拠
点
施
設
の
入
居
に
必
要
な
経

費
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
今

定
例
会
で
補
正
予
算
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
で
、
関
連
す
る
内
容

の
議
案
質
疑
・
一
般
質
問
が
９

件
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

12
月
定
例
会
の
概
要
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市
の
総
合
計
画
や
行

財
政
改
革
、
防
災
、
税

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

行
政
の
基
幹
的
事
項
を

審
査
し
ま
す
。

継
続
調
査
案
件

・
防
災
対
策
に
関
す
る

事
項

・
ふ
る
さ
と
未
来
づ
く

り
に
関
す
る
事
項

・
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
事
項

・
総
合
計
画
推
進
事
業

に
関
す
る
事
項

◎
小
山　
　
敏

○
山
本　
正
一

　
鈴
木　
豊
司

　
福
井　
輝
夫

　
品
川　
幸
久

　
藤
原　
清
史

　
西
山　
則
夫

　
議
会
の
運
営
、
議
会

の
会
議
規
則
や
委
員
会

条
例
等
の
改
廃
お
よ
び

議
長
の
諮
問
に
関
す
る

事
項
を
審
査
し
ま
す
。

　
◎
岡
田　
善
行

　
○
久
保　
　
真

　
　
宮
﨑　
　
誠

　
　
中
村　
　
功

　
　
北
村　
　
勝

　
　
楠
木　
宏
彦

　
　
野
崎　
隆
太

　
　
品
川　
幸
久

　
　
西
山　
則
夫

※
浜
口
和
久
議
長
は
議

長
職
の
た
め
、
総
務

政
策
委
員
会
委
員
を

辞
退
し
て
い
ま
す
。

　
特
別
委
員
会
は
、
浜

口
議
長
を
除
く
23
名
の

議
員
で
構
成
し
、
３
つ

の
分
科
会
で
専
門
的
に

協
議
・
検
討
を
行
い
ま

す
。

　
◎
西
山　
則
夫

　
○
品
川　
幸
久

ほ
か
議
員
21
名

　
市
民
の
声
を
聴
く
広

聴
に
関
す
る
こ
と
を
調

査
・
検
討
し
ま
す
。

　
◎
吉
岡　
勝
裕

　
○
楠
木　
宏
彦

　
　
井
村　
貴
志

　
　
野
崎　
隆
太

　
　
野
口　
佳
子

　
　
西
山　
則
夫

　
　
山
本　
正
一

　
ご
み
な
ど
の
環
境
問

題
、
健
康
、
福
祉
、
病

院
、
教
育
な
ど
に
関
す

る
事
項
を
審
査
し
ま
す
。

継
続
調
査
案
件

・
伊
勢
市
病
院
事
業
に

関
す
る
事
項

・
伊
勢
市
立
小
中
学
校

の
規
模
・
配
置
の
適

正
化
に
関
す
る
事
項

・
子
ど
も
子
育
て
支
援

に
関
す
る
事
項

・
保
健
福
祉
拠
点
施
設

の
整
備
に
関
す
る
事

項◎
吉
井　
詩
子

○
久
保　
　
真

　
中
村　
　
功

　
上
村　
和
生

　
楠
木　
宏
彦

　
野
崎　
隆
太

　
世
古　
　
明

　
吉
岡　
勝
裕

　
農
林
水
産
、
商
工
、

観
光
、
交
通
、
都
市
計

画
、
上
下
水
道
な
ど
に

関
す
る
事
項
を
審
査
し

ま
す
。

継
続
調
査
案
件

・
中
心
市
街
地
活
性
化

に
関
す
る
事
項

・
観
光
交
通
対
策
に
関

す
る
事
項

・
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
事
項

◎
北
村　
　
勝

○
宮
﨑　
　
誠

　
井
村　
貴
志

　
野
口　
佳
子

　
岡
田　
善
行

　
辻　
　
孝
記

　
宿　
　
典
泰

　
世
古
口
新
吾

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

常
任
委
員
会
等
委
員
紹
介

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
常
任
委
員
会
等
の
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。
委
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
常
任
委
員
会

お
よ
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
任
期
は
、
令
和
２
年
12
月
12
日
か
ら
令
和
３
年
11
月
26
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

◎ 

委
員
長
（
会
長
） 

　
　
○ 

副
委
員
長
（
副
会
長
） 

　  

（
委
員
は
議
席
順
）

◇
総
務
政
策
委
員
会
◇

◇
議
会
運
営
委
員
会
◇

◇
教
育
民
生
委
員
会
◇

◇
産
業
建
設
委
員
会
◇

◇
広
聴
検
討
分
科
会
◇

　
議
会
の
情
報
を
発
信
す

る
広
報
に
関
す
る
こ
と
を

調
査
・
検
討
し
ま
す
。

　
◎
吉
井　
詩
子

　
○
久
保　
　
真

　
　
宮
﨑　
　
誠

　
　
北
村　
　
勝

　
　
鈴
木　
豊
司

　
　
岡
田　
善
行

　
　
品
川　
幸
久

　
　
小
山　
　
敏

◇
広
報
検
討
分
科
会
◇

　
議
会
基
本
条
例
等
に

関
す
る
こ
と
を
調
査
・

検
討
し
ま
す
。

　
◎
福
井　
輝
夫

　
○
辻　
　
孝
記

　
　
中
村　
　
功

　
　
上
村　
和
生

　
　
世
古　
　
明

　
　
藤
原　
清
史

　
　
宿　
　
典
泰

　
　
世
古
口
新
吾

◇
条
例
等
検
討
分
科
会
◇
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令
和
２
年
度
補
正
予
算

令
和
２
年
度
補
正
予
算

▽
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

６
億
１
９
５
６
万
円

総
務
費

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
事
業

６
８
４
９
万
円

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増

額
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

返
礼
品
の
調
達
等
に
必
要
な
経

費
を
増
額
。

民
生
費

保
育
環
境
改
善
事
業

６
５
１
万
２
千
円

　
保
育
施
設
で
の
使
用
済
紙
お

む
つ
は
現
在
保
護
者
が
持
ち

帰
っ
て
い
る
が
、
令
和
３
年
４

月
か
ら
各
施
設
に
お
い
て
処
分

を
す
る
た
め
、
必
要
な
備
品
の

購
入
経
費
を
増
額
。

商
工
費

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
阻
止
協
力
金

２
８
６
８
万
６
千
円

　
三
重
県
と
協
調
し
て
交
付
す

る
協
力
金
が
見
込
み
を
超
え
る

た
め
、
三
重
県
へ
の
負
担
金
を

増
額
。

▽
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

１
５
３
０
万
円

民
生
費

　
保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
入
居

に
必
要
な
内
装
工
事
の
設
計
経

費
を
増
額
。

債
務
負
担
行
為

　
保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
20
年

間
分
の
賃
借
料
22
億
６
３
３
０

万
円
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
。

▽
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

６
８
５
８
万
３
千
円

民
生
費

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
７
月
に
支
給

し
た
﹁
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特

別
給
付
金
﹂
を
再
度
支
給
す
る

た
め
に
必
要
な
経
費
を
増
額
。

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

◆◆◆ 審議した案件と結果 ◆◆◆

〔議案〕

11月臨時会

11月臨時会

議案番号 案件名 審議結果等
議案第 118 号 令和２年度伊勢市一般会計補正予算（第９号） 原案可決
議案第 119 号 令和２年度伊勢市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 120 号 令和２年度伊勢市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 121 号 令和２年度伊勢市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 122 号 令和２年度伊勢市観光交通対策特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 123 号 令和２年度伊勢市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 124 号 令和２年度伊勢市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 125 号 令和２年度伊勢市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 126 号 伊勢市市税条例の一部改正 原案可決
議案第 127 号 伊勢市税外収入金の督促、延滞金及び滞納処分に関する条例等の一部改正 原案可決
議案第 128 号 伊勢市介護予防拠点施設なごみのやかた条例の廃止 原案可決
議案第 129 号 伊勢市火災予防条例の一部改正 原案可決
議案第 130 号 伊勢市立公民館の指定管理者の指定 原案可決
議案第 131 号 伊勢市学習等供用施設の指定管理者の指定 原案可決
議案第 132 号 伊勢市福祉健康センターの指定管理者の指定 原案可決
議案第 133 号 伊勢市ハートプラザみそのの指定管理者の指定 原案可決
議案第 134 号 伊勢市児童館の指定管理者の指定 原案可決
議案第 135 号 伊勢市放課後児童健全育成施設の指定管理者の指定 原案可決
議案第 136 号 伊勢市おひさま児童園の指定管理者の指定 原案可決
議案第 137 号 伊勢市みなとふれあいセンターの指定管理者の指定 原案可決
議案第 138 号 伊勢市二見健康管理増進センターの指定管理者の指定 原案可決

全会一致の案件

賛否の分かれた案件

〔報告された案件〕
報告第 14 号 専決処分事項の報告（物損事故） 承認

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25
　　   議員名

 
 議案番号   　

宮
﨑　
　
誠

久
保　
　
真

中
村　
　
功

井
村　
貴
志

上
村　
和
生

北
村　
　
勝

楠
木　
宏
彦

鈴
木　
豊
司

野
崎　
隆
太

吉
井　
詩
子

世
古　
　
明

野
口　
佳
子

岡
田　
善
行

福
井　
輝
夫

辻　
　
孝
記

吉
岡　
勝
裕

品
川　
幸
久

藤
原　
清
史

西
山　
則
夫

小
山　
　
敏

浜
口　
和
久

山
本　
正
一

宿　
　
典
泰

世
古
口
新
吾

議案番号 案件名 審議結果

議案第117号 伊勢市職員給与条例等の一部改正 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月定例会 全会一致の案件
・○は賛成、×は反対。世古議長は通常採決に加わりません。
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12
月
定
例
会
日
程

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 20 21 22 23 24 25
　　   議員名

 
 議案番号   　

宮
﨑　
　
誠

久
保　
　
真

中
村　
　
功

井
村　
貴
志

上
村　
和
生

北
村　
　
勝

楠
木　
宏
彦

鈴
木　
豊
司

野
崎　
隆
太

吉
井　
詩
子

世
古　
　
明

野
口　
佳
子

岡
田　
善
行

福
井　
輝
夫

辻　
　
孝
記

吉
岡　
勝
裕

品
川　
幸
久

藤
原　
清
史

西
山　
則
夫

小
山　
　
敏

浜
口　
和
久

山
本　
正
一

宿　
　
典
泰

世
古
口
新
吾

議案番号 案件名 審議結果

議案第160号 令和２年度伊勢市一般会計補正予算（第10号） 賛成多数　原案可決
○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○

〔発議〕
発議第 30 号 伊勢市議会議員政治倫理条例の一部改正 賛成多数　原案可決

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
発議第 31 号 議案第160号令和２年度伊勢市一般会計補正予算（第10号）に対する附帯決議 賛成多数　原案可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○
〔請願〕
請願第  ２  号 政府に消費税減税を求める意見書提出に関する請願 賛成少数　不採択

× × × × × × ○ × × × × × × × × × × × × × × × ×
・○は賛成、×は反対。浜口議長は通常採決に加わりません。

〔議案〕

議案第 139 号 伊勢市地区コミュニティセンターの指定管理者の指定 原案可決
議案第 140 号 伊勢市矢持会館の指定管理者の指定 原案可決
議案第 141 号 伊勢市朝熊ふれあい会館の指定管理者の指定 原案可決
議案第 142 号 伊勢市神社海の駅の指定管理者の指定 原案可決
議案第 143 号 伊勢市中村会館の指定管理者の指定 原案可決
議案第 144 号 伊勢市児童発達支援センターの鳥羽市民の利用に関する協議 原案可決
議案第 145 号 伊勢市児童発達支援センターの志摩市民の利用に関する協議 原案可決
議案第 146 号 伊勢市児童発達支援センターの明和町民の利用に関する協議 原案可決
議案第 147 号 伊勢市児童発達支援センターの玉城町民の利用に関する協議 原案可決
議案第 148 号 伊勢市児童発達支援センターの度会町民の利用に関する協議 原案可決
議案第 149 号 伊勢市児童発達支援センターの大紀町民の利用に関する協議 原案可決
議案第 150 号 伊勢市児童発達支援センターの南伊勢町民の利用に関する協議 原案可決
議案第 151 号 タブレット端末充電保管庫の取得 原案可決
議案第 152 号 市道の路線の認定 原案可決
議案第 153 号 伊勢市公平委員会委員の選任につき同意を求めること 同意
議案第154～158号 伊勢市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めること 同意
議案第 159 号 伊勢市教育委員会委員の任命につき同意を求めること 同意
議案第 161 号 伊勢市監査委員の選任につき同意を求めること 同意
議案第 162 号 令和２年度伊勢市一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決

〔発議〕
発議第 29 号 伊勢市議会委員会条例の一部改正 原案可決

12月定例会 賛否の分かれた案件

　
令
和
２
年
11
月
臨
時
会
を
11

月
27
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

﹁
伊
勢
市
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
﹂
ほ
か
１

件
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
、
常

任
委
員
会
に
お
い
て
、
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り

可
決
、
報
告
１
件
を
承
認
し
ま

し
た
。

審
議
し
た
主
な
議
案
の
内
容

▽
伊
勢
市
職
員
給
与
条
例
等
の

一
部
改
正

　
人
事
院
勧
告
に
準
じ
、
職
員

お
よ
び
任
期
付
職
員
の
期
末
手

当
を
引
き
下
げ
る
た
め
、
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。

11
月
臨
時
会
を
開
会

12
月

７
日
◦
本
会
議

　
　
　
︵
議
案
の
提
案
説
明
等
︶

　
　
◦
全
員
協
議
会

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
会

８
日
◦
本
会
議

　
　
　
︵
正
副
議
長
選
挙
等
︶

　
　
◦
各
派
代
表
者
会
議

　
　
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
全
員
協
議
会

９
日
◦
本
会
議︵
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
選
任
等
︶

　
　
◦
各
派
代
表
者
会
議

　
　
◦
議
会
運
営
委
員
会

14
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
本
会
議(
議
案
質
疑・

　
　
　
委
員
会
審
査
付
託･

　
　
　
一
般
質
問
︶

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

　
　
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

15
日
◦
本
会
議︵
一
般
質
問
︶

16
日
◦
本
会
議︵
一
般
質
問
︶

17
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

18
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

21
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

23
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
本
会
議︵
議
案
採
決
等
︶

　
　
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　
◦
全
員
協
議
会

市議会議長選挙開票（12月８日）



市政を問う
いせ市議会だより令和３年２月15日発行 （第62号）

6

問   「
お
お
ぞ
ら
児
童
園
」
の

他
市
町
の
住
民
利
用
に
関
す
る

協
議
と
「
伊
勢
志
摩
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
の
整
合

性
は
。

答   

圏
域
各
市
町
で
計
画
が
あ

る
な
か
協
議
を
重
ね
、
連
携
市

町
で
の
設
置
と
な
っ
た
。

問   
伊
勢
市
の「
公
の
施
設
」を

他
市
町
の
住
民
が
利
用
す
る
際

に
、自
治
体
間
の
協
議
を
必
要
と

す
る
場
合
と
必
要
と
し
な
い
場

合
の
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答   ﹁
お
お
ぞ
ら
児
童
園
﹂
の

よ
う
に
特
定
の
方
の
利
用
に
関

し
て
は
協
議
を
必
要
と
し
、

﹁
図
書
館
﹂、﹁
休
日
・
夜
間
応

急
診
療
所
﹂
の
よ
う
に
、
公
衆
、

不
特
定
多
数
の
皆
さ
ん
が
利
用

す
る
場
合
の
協
議
は
必
要
で
な

い
と
考
え
る
。

問   

協
議
に
お
け
る
「
利
用
の

条
件
」
と
「
経
費
の
負
担
」
で

の
記
述
『
そ
の
他
の
規
程
』
は
、

適
切
と
考
え
る
か
。

答   ﹃
そ
の
他
規
定
﹄
で
は
と

の
指
摘
で
あ
る
が
、
法
形
式
の

使
用
に
準
じ
て
用
い
た
も
の
で
、

条
例
、
規
則
そ
の
他
運
営
に
関

す
る
規
程
を
想
定
し
て
い
る
。

※
伊
勢
志
摩
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
。

　
﹁
伊
勢
市
﹂
と
﹁
鳥
羽
市
﹂、

﹁
志
摩
市
﹂、﹁
玉
城
町
﹂、﹁
度

会
町
﹂、﹁
大
紀
町
﹂、﹁
南
伊
勢

新
た
に
設
置
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
お
お
ぞ
ら
児
童
園
」の
運
営
に
つ
い
て

伊
勢
志
摩
の
圏
域
内
に
お
い
て
、
お
子
さ
ん
の
発
達

の
促
進
を
図
る

町
﹂
お
よ
び
﹁
明
和
町
﹂
が
、

１
対
１
で
﹁
伊
勢
志
摩
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
﹂
を
締
結
の
う

え
、
共
通
す
る
課
題
を
連
携
・

協
力
し
て
解
決
し
、
圏
域
全
体

で
人
口
定
住
の
た
め
に
必
要
な

生
活
機
能
等
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
計
画
で
あ
る
。

答 議
案
質
疑

鈴  

木  

豊  

司　
議
員

（
洗
心
）

議
案
第
144
号
～
150
号

伊
勢
市
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
鳥
羽

市
民
の
利
用
に
関
す
る
協
議
ほ
か
６
件

　12月定例会では、12月14日から16日の３日間および23日に４人の議員が
議案質疑を、10人の議員が一般質問を行いました。
　質問と答弁の内容を要約してお知らせします（発言順に記載）。

…予算、条例等の議会に提出された議案の内容について質問をすること議案質疑

…市の事業、諸課題、将来の方針等、市政全般について質問をすること一般質問

動画配信について
議案質疑・一般質問ページにおいて、ＹｏｕＴｕｂｅ を利用した録画放送へリンクする二次元コードを掲載しています。
各議員の掲載記事欄にある二次元コードをスマートフォンやタブレットで読み取ると、その議員の動画が視聴できます。

第２次伊勢志摩定住自立圏共生ビジョン
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問   

本
議
案
は
伊
勢
市
駅
前
再

開
発
ビ
ル
、
い
わ
ゆ
る
Ｂ
地
区

に
現
在
建
設
中
の
ビ
ル
に
市
が

入
居
す
る
た
め
の
補
正
予
算
で

あ
る
。
平
成
27
年
よ
り
既
に
５

年
の
年
月
が
経
過
を
し
、
よ
う

や
く
議
案
と
し
て
提
出
を
さ
れ

た
。
こ
の
間
、
様
々
な
会
議
で

審
査
が
さ
れ
て
き
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
議
案
質
疑
２
件
、

一
般
質
問
中
７
件
が
伊
勢
市
駅

前
再
開
発
事
業
、
ま
た
福
祉
拠

点
の
入
居
に
集
中
を
す
る
異
例

の
状
況
で
あ
る
。
理
由
は
そ
れ

ぞ
れ
の
会
議
の
場
に
お
い
て
、

行
政
当
局
が
適
切
に
説
明
を
し

き
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
議
案
提
出

に
当
た
り
、
改
め
て
質
疑
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
市
長
提
案
説

明
に
つ
い
て
改
め
て
詳
細
を
伺

い
た
い
。

答   

歳
出
で
は
内
装
工
事
に
係

る
設
計
委
託
料
１
５
３
０
万
円
、

賃
貸
借
契
約
締
結
後
の
契
約
期

間
中
に
発
生
す
る
20
年
間
分
の

賃
料
、
22
億
６
３
３
０
万
円
を

債
務
負
担
行
為
に
計
上
し
て
い

る
。
な
お
、
駐
車
場
確
保
は
施

設
使
用
上
重
要
で
、
今
後
施
行

者
と
し
っ
か
り
調
整
を
し
て
い

き
た
い
。
保
健
福
祉
拠
点
施
設

は
﹁
切
れ
目
の
な
い
福
祉
の
提

供
﹂、﹁
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

断
ら
な
い
相
談
﹂
を
実
現
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
し
、

整
備
効
果
は
令
和
元
年
度
実
績

か
ら
年
間
４
万
３
０
０
０
人
の

問   

１
階
と
上
層
階
で
は
賃
料

の
差
額
が
1.5
倍
か
ら
２
倍
。
賃

貸
住
宅
は
内
装
費
込
み
で
一
坪

７
１
５
０
円
。
当
市
は
内
装
に

４
億
７
０
０
０
万
円
か
け
賃
料

は
一
坪
８
４
０
０
円
。
当
市
の

賃
料
が
高
額
。
当
市
と
公
的
機

関
が
不
利
な
賃
料
比
率
と
な
っ

て
い
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

答   

不
動
産
鑑
定
に
基
づ
く
適

正
な
も
の
と
考
え
る
。

問   

事
業
用
ニ
ー
ズ
が
な
い
テ

ナ
ン
ト
だ
が
、
賃
料
は
プ
レ
ミ

ア
ム
価
格
と
考
え
る
か
。

答   

プ
レ
ミ
ア
ム
と
は
考
え
な
い
。

問   

融
資
が
決
ま
れ
ば
銀
行
か

ら
融
資
証
明
書
を
発
行
で
き
る

が
要
請
し
た
の
か
。

答   

提
出
は
求
め
て
い
な
い
。

問   

コ
ン
サ
ル
側
当
初
資
料
の

銀
行
融
資
に
つ
い
て
確
約
が

あ
っ
た
の
か
疑
問
に
思
え
る
。

当
初
よ
り
経
費
も
か
な
り
増
額
。

不
透
明
な
経
費
を
認
め
て
契
約

を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

答   

収
支
計
画
は
金
融
機
関
で

審
査
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
経

費
の
精
査
は
今
後
、
確
認
す
る
。

問   
18
億
円
の
交
付
金
を
投
入

す
る
予
定
な
の
に
建
設
費
の
12

億
円
が
資
金
シ
ョ
ー
ト
。
そ
の

12
億
円
も
伊
勢
市
が
負
担
。

62
％
程
の
建
築
費
が
一
度
は
税

金
で
支
出
さ
れ
る
予
定
。
普
通

の
企
業
な
ら
倒
産
確
定
。
私
も

あ
れ
ば
よ
い
施
設
だ
と
思
う
。

運
営
側
が
破
綻
し
な
い
よ
う
厳

し
い
交
渉
が
で
き
ず
、
当
初
よ

り
金
額
も
増
加
し
、
相
手
の
要

求
を
の
む
も
の
に
な
っ
た
の
は

残
念
。
市
長
と
市
幹
部
の
苦
悩

と
ジ
レ
ン
マ
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
と
思
う
が
、
私
の
見
解
を

聞
き
、
当
局
の
意
見
は
。

答   

今
後
慎
重
に
進
め
た
い
。

地方自治法どおり最小の経費で最大
の効果を上げるべきでは

岡  田  善  行　議員
（志誠会）

方
の
来
所
を
想
定
し
て
い
る
。

駅
前
周
辺
の
人
の
動
き
は
観
光

客
を
中
心
に
活
発
に
な
っ
て
お

り
、
Ｂ
地
区
だ
け
で
な
く
、
今

後
Ｃ
地
区
の
整
備
も
進
め
ば
今

ま
で
以
上
の
に
ぎ
わ
い
が
創
出

さ
れ
る
と
期
待
を
し
て
い
る
。

貴重な市税の活用を慎重に
行わなければならない

答

議
案
質
疑

議案第160号 令和２年度伊勢市一般会計補正予算（第10号）

イ
ベ
ン
ト
時
の
駐
車
場
利
用
に
つ
い
て
供
用
を

ど
う
す
る
か

事
業
者
と
事
前
に
調
整
し
、
周
知
す
る
な
ど
対
応
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い

答 議
案
第
160
号
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

野  
崎  

隆  

太　
議
員

（
野
崎
り
ゅ
う
た
）

伊勢市駅前再開発ビルからの眺望

市役所から望む伊勢市駅前再開発ビル
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問   

議
案
に
反
対
の
立
場
で
申

し
上
げ
る
と
、
こ
の
附
帯
決
議

は
法
的
拘
束
力
が
な
い
の
で
希

望
を
言
っ
た
だ
け
で
あ
る
が
、

２
点
目
の
駅
前
ビ
ル
の
将
来
的

な
健
全
経
営
は
、
行
政
側
に
申

し
て
も
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来

な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
。

答   

行
政
と
し
て
常
時
監
視
し
、

ま
た
指
導
も
し
て
い
く
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

問   

４
点
目
の
市
民
に
事
業
内

容
や
費
用
対
効
果
な
ど
の
説
明

を
十
分
行
う
こ
と
と
は
、
ど
の

場
所
で
市
民
に
説
明
す
る
と
捉

え
て
い
る
か
。

答   

市
当
局
に
対
し
て
、
こ
れ

か
ら
い
ろ
ん
な
や
り
口
と
い
う

こ
と
で
議
論
も
し
て
い
き
た
い
。

問   

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
行

政
に
は
委
ね
て
も
限
界
が
あ
っ

て
希
望
的
な
話
に
収
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
。
全
体
の

総
事
業
費
が
示
さ
れ
て
い
な
い

中
で
費
用
対
効
果
の
認
識
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

答   

費
用
対
効
果
と
い
う
部
分

に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
示
さ
れ

る
も
の
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

そ
の
こ
と
も
判
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
今
の
段
階

で
は
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
言
え

な
い
の
で
、
御
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

附
帯
決
議
は
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
希
望
を

言
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
認
識
は

行
政
が
監
視
と
指
導
を
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
く

問   

市
道
中
村
楠
部
17
‐
１
号

線
と
は
ど
こ
の
事
か
。

答   

国
道
23
号
か
ら
新
設
さ
れ

る
道
路
で
、
国
道
23
号
と
県
道

館
町
通
線
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る
。

問   

混
雑
時
の
市
道
中
村
楠
部

17
‐
１
号
線
の
供
用
の
仕
方
は
。

答   

地
元
の
中
村
町
、
楠
部
町

の
住
宅
地
へ
車
の
流
入
が
発
生

し
な
い
様
に
す
る
。

問   

交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
新
し
い
道
路
が
住
宅
地
を

囲
む
様
な
形
に
な
る
が
、
通
学

時
の
子
供
の
安
全
は
守
ら
れ
る

の
か
。

答   

新
し
い
道
路
を
横
断
す
る

地
域
住
民
や
登
下
校
時
の
児
童

の
安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
に

も
横
断
歩
道
を
設
置
す
る
。

問   

観
光
誘
客
の
た
め
に
と
っ
た

新
た
な
施
策
は
何
か
。

答   

コ
ロ
ナ
禍
で
安
心
し
て
伊

勢
の
地
に
来
て
頂
け
る
よ
う
、

市
内
約
50
カ
所
に
手
指
消
毒
液

を
設
置
し
、
感
染
防
止
対
策
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
日

の
来
訪
を
促
す
た
め
、
内
宮
周

辺
の
市
営
駐
車
場
の
平
日
４
時

間
の
無
料
化
等
を
実
施
す
る
。

問   
伊
勢
の
魅
力
を
ど
の
よ
う

に
発
信
す
る
の
か
。

答   

ク
※

リ
エ
イ
タ
ー
の
方
々
に

滞
在
の
様
子
や
伊
勢
の
情
報
を

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
て
頂
い
て
い

る
。
ま
た
創
作
活
動
を
通
じ
新

た
な
出
会
い
も
創
出
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
来
勢
へ
繋
げ
た
い
。

問   

交
通
空
白
地
に
お
け
る
高

齢
者
へ
の
支
援
は
。

答   

進
修
ま
ち
づ
く
り
の
会
で

取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
が
、
こ

れ
ま
で
の
公
共
交
通
に
加
え
、

勾
配
な
ど
地
形
的
要
因
に
よ
る

交
通
不
便
地
域
を
解
消
す
る
た

め
、
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
。

内宮周辺の大渋滞、解消に向けて
どのような対策をとっているのか

久  保  　  真　議員
（勢風会）

　
附
帯
決
議
の
内
容
は
、
裏
表

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市道中村楠部 17-1 号線が
完成すれば渋滞緩和に繋がる
と考える

答

  
宿  　

  
典  

泰　
議
員

（
政
友
会
）

※クリエイター…クリエイターズ・ワーケーション促進事業（市外在住の文化・芸術分野のプロのクリエイターを公募、招聘
し、市内で宿泊しながら、創作活動に取り組む機会を提供する事業）に参加の方々。

一
般
質
問

答 発
議
第
31
号
議
案
第
160
号　
令
和
２
年
度
伊
勢
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）に
対
す
る
附
帯
決
議 　
※
提
案
者
に
対
す
る
質
疑

議
案
質
疑

クリエイターズ・ワーケーション
促進事業に参加されている草木染職人

発議第31号採決の様子
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問   

相
談
支
援
体
制
の
考
え
は
。

答   

保
健
師
、保
育
士
、社
会
福

祉
士
、主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

計
画
相
談
員
な
ど
の
専
門
員
を

配
置
し
、介
護
や
障
が
い
、経
済

的
な
問
題
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
が
一
体
と
な
り
、
総
合
的

に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
。

問   

令
和
三
年
度
か
ら
始
ま
る

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は
。

答   

住
民
が
抱
え
る
複
雑
化
し

た
課
題
に
対
応
す
る
断
ら
な
い

支
援
体
制
を
整
備
す
る
。
事
業

に
対
す
る
交
付
金
は
一
括
し
て

交
付
さ
れ
、
横
断
的
に
柔
軟
な

運
用
が
可
能
、
費
用
の
効
率
化

と
事
務
負
担
の
軽
減
も
図
れ
る
。

問   

地
域
活
動
や
地
域
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
。

答   ﹁
つ
な
ぐ
﹂
仕
組
み
の
強

化
・
充
実
を
し
て
い
く
。
保
健

福
祉
拠
点
施
設
を
整
備
し
、
相

談
体
制
を
充
実
し
、
福
祉
向
上

に
努
め
る
。

農
業
の
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

問   

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け

た
対
策
は
。

答   

担
い
手
が
農
地
を
借
り
受

け
、
耕
作
で
き
る
状
態
に
回
復

す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
対
し

て
支
援
を
行
う
。
農
地
の
集
積
、

集
約
化
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問   

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
切
り
花
を
購
入

し
て
の
生
産
者
支
援
は
。

答   

小
中
学
校
、
保
育
所
、
こ

ど
も
園
、
介
護
施
設
な
ど
延
べ

４
２
４
カ
所
に
展
示
し
、
生
産

者
支
援
と
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

保
健
福
祉
拠
点
施
設
で
の
取
り
組
み
は

総
合
的
な
相
談
と
支
援
の
充
実
を
図
る

答

問   

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

お
母
さ
ん
が
子
供
を
抱
い
て
大

き
な
荷
物
を
持
っ
て
、
ま
し
て

立
体
駐
車
場
を
上
が
っ
て
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
り
換
え
大
変

だ
と
思
う
。
御
薗
総
合
支
所
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
非
常

に
使
い
や
す
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
い
か
が
か
。

答   

利
用
し
や
す
い
誘
導
案
内

を
す
る
な
ど
工
夫
を
し
た
い
。

問   

思
い
や
り
駐
車
場
は
各
階

に
１
台
と
聞
い
た
が
足
り
る
の

か
聞
き
た
い
。

答   

今
後
、
協
議
し
た
い
。

問   

八
日
市
場
か
ら
駅
前
に
移

る
こ
と
で
、
駐
車
場
も
含
め
不

便
に
な
る
が
、
利
用
者
の
意
見

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

答   

聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

問   

こ
こ
に
相
談
に
来
れ
ば
全

部
で
き
る
の
か
。

答   

今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
高

齢
者
の
相
談
は
６
カ
所
に
配
置

し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、
障
害
の
あ
る
方
の
相
談
は

３
カ
所
に
配
置
し
た
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
も
ら
う
。

場
合
に
よ
っ
て
は
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
を
す
る
。

問   

市
長
の
政
策
で
悩
み
を
も

っ
て
い
る
方
が
減
り
、
健
康
な

方
が
増
え
る
事
は
非
常
に
良
い

事
だ
が
、
相
談
す
る
人
が
少
な

く
な
れ
ば
、
中
心
市
街
地
活
性

化
の
賑
わ
い
が
減
る
と
い
う
相

反
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
。

答   

一
旦
流
れ
を
作
れ
ば
、
人

の
流
れ
は
途
切
れ
る
こ
と
な
く

続
く
と
考
え
る
。

深い悩みを持っている方を駅前に
集めて賑わいは考えられない

品  川  幸  久　議員
（信貫）

来ていただくだけじゃなく
連絡してほしい

答

  

野  

口  

佳  

子　
議
員

（
志
誠
会
）

一
般
質
問

424カ所の施設に設置された切り花

伊勢市駅前再開発ビル



いせ市議会だより令和３年２月15日発行 （第62号）

10

問   

保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
必

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
伺
い
た
い
。

答   

福
祉
課
題
が
複
合
化
し
て

お
り
、
相
談
体
制
の
強
化
と
支

援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

問   

保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
利

用
者
だ
け
で
は
な
く
、
賃
貸
住

宅
の
住
民
も
利
用
す
る
駐
車
場

は
１
２
９
台
で
足
り
る
の
か
。

答   

不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
に

施
行
者
と
協
議
を
進
め
る
。
イ

ベ
ン
ト
や
事
業
計
画
を
見
直
し
、

来
訪
者
の
平
準
化
を
図
る
。

問   

施
設
類
型
別
計
画
は
既
成

の
施
設
の
統
合
・
建
て
替
え
を

図
る
も
の
だ
が
、
利
用
者
の
声

は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答   

計
画
の
見
直
し
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の

お
話
を
伺
う
な
ど
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

豪
雨
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

問   
豪
雨
災
害
へ
の
備
え
は
ど

う
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答   ﹁
勢
田
川
流
域
等
浸
水
対

策
実
行
計
画
﹂
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
国
・
県
・
市
が
連
携
し

て
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
、
ポ
ン

プ
場
・
排
水
機
場
の
能
力
増
強

を
図
っ
て
い
る
。
危
機
管
理
型

水
位
計
を
設
置
し
、
市
民
が
ス

マ
ホ
な
ど
で
河
川
水
位
情
報
を

確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

問   

雨
水
排
水
の
た
め
の
側
溝

の
整
備
、
清
掃
の
要
望
が
多
い
。

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
。

答   

自
治
会
に
清
掃
を
お
願
い

し
て
い
る
が
、
状
況
に
よ
り
市

が
対
応
し
て
い
る
。
側
溝
整
備

は
自
治
会
と
現
地
確
認
し
、
改

善
策
を
講
じ
た
い
。

駅
前
再
開
発
ビ
ル
の
経
営
に
つ
い
て
、
客
観
的

な
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か

施
行
者
の
収
支
計
画
と
県
の
事
業
認
可
の
資
料
等
が

根
拠
に
な
っ
て
い
る

問   

駅
前
保
健
福
祉
拠
点
施
設

に
設
置
す
る
基
幹
セ
ン
タ
ー
で

実
施
予
定
の
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
に
は
駅
前
拠
点
に
代
わ

る
形
で
実
施
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
体
制
を

構
築
し
て
い
く
の
か
。

答   

市
役
所
内
に
、
総
合
相
談

体
制
を
整
え
、
分
野
横
断
的
に

同
じ
方
向
性
を
持
つ
チ
ー
ム
を

編
成
し
た
い
。

問   

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
で
は
、
介
護
、
障
害
、
子
育

て
、
生
活
困
窮
と
い
っ
た
事
業

の
中
の
地
域
支
援
事
業
に
あ
た

る
部
分
に
対
し
て
の
国
か
ら
の

補
助
金
が
一
括
化
し
て
交
付
さ

れ
る
が
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

答   

そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
た

事
業
を
統
廃
合
す
る
こ
と
で
費

用
の
効
率
化
を
図
る
。
ま
た
事

務
負
担
の
軽
減
に
よ
り
相
談
支

援
を
充
実
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

問   

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や
望
ま

な
い
妊
娠
な
ど
の
今
ま
で
見
え

て
こ
な
か
っ
た
課
題
を
持
つ
相

談
し
に
く
い
人
に
対
し
て
、
駅

前
拠
点
で
は
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。

答   ﹁
声
な
き
声
﹂
を
早
期
に

発
見
し
、
必
要
な
支
援
に
早
期

に
繋
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
介
し
た
相
談
事

業
も
進
め
た
い
。
ま
た
居
場
所

を
設
け
る
な
ど
体
制
の
構
築
を

考
え
て
い
き
た
い
。
駅
前
拠
点

に
お
い
て
は
女
性
相
談
機
能
も

設
置
し
た
い
。

問   

障
害
者
の
緊
急
時
対
応
と

い
っ
た
地
域
生
活
支
援
拠
点
の

課
題
も
対
応
で
き
る
の
か
。

答   

総
合
相
談
機
能
の
中
で

し
っ
か
り
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

し
た
い
。

重層的支援体制整備事業に取り組む
効果は

  吉  井  詩  子　議員
（公明党）

問   

計
画
的
な
事
業
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。

答   

現
地
確
認
し
、
予
算
要
求

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

福祉分野を横断し柔軟な運用
が可能になる

答

楠  

木  

宏  

彦　
議
員

（
日
本
共
産
党
）

一
般
質
問

答

平成29年台風第21号で
冠水した宇治山田駅周辺

伊勢市駅前再開発ビル
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た
い
。
関
係
機
関
と
の
連
携
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
な
ど
に
よ
り
効

率
化
を
図
っ
て
い
く
。

問   

駅
前
ビ
ル
の
３
フ
ロ
ア
ー

の
賃
借
料
が
20
年
間
で
22
億
６

３
３
０
万
円
予
算
計
上
さ
れ
た

が
計
算
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

答   

賃
借
料
は
月
額
１
坪
当
た

り
税
別
８
４
０
０
円
と
共
益
費

は
賃
料
の
10
％
を
１
・
１
倍
し
、

20
年
間
分
を
算
出
し
た
。

問   

繰
越
明
許
費
と
し
て
内
装

工
事
の
設
計
費
１
５
３
０
万
円

が
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、
内
装

工
事
費
や
そ
の
他
備
品
購
入
費

な
ど
総
事
業
費
は
幾
ら
掛
か
る

の
か
。

答   

賃
借
料
22
億
６
３
３
０
万

円
、
内
装
工
事
費
４
億
７
０
０

０
万
円
、
設
計
費
１
５
３
０
万

円
、
管
理
委
託
料
５
８
０
万
円
、

駐
車
場
料
金
、
什
器
備
品
費
、

引
越
費
用
等
の
総
事
業
費
は
、

32
億
８
０
０
０
万
円
と
な
る
。

問   

駐
車
場
料
金
に
つ
い
て
は
、

60
台
の
月
極
か
ら
30
分
１
０
０

円
の
時
間
貸
し
と
な
っ
た
。
利

用
者
の
駐
車
台
数
は
十
分
確
保

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
月
額
の

負
担
額
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

答   

駐
車
台
数
は
、
利
用
状
況

が
ま
だ
不
確
定
で
あ
り
、
問
題

が
生
じ
な
い
よ
う
協
議
し
て
い

る
。ま
た
、月
額
負
担
額
は
１
０

０
万
円
程
度
と
積
算
し
て
い
る
。

問   

市
長
は
、
保
健
福
祉
拠
点

施
設
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要

性
を
説
明
さ
れ
た
が
、
現
在
、

入
居
予
定
の
福
祉
部
門
の
費
用

や
人
員
数
、
人
件
費
な
ど
拠
点

化
す
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
費

用
対
効
果
が
あ
る
の
か
費
用
額

で
示
さ
れ
た
い
。

答   

機
能
移
転
す
る
職
員
は
85

人
で
必
要
数
を
見
定
め
て
決
め

保
健
福
祉
拠
点
施
設
整
備
に
多
額
の
費
用
を

掛
け
る
必
要
性
が
理
解
で
き
な
い

２
０
４
０
年
を
前
に
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目

指
し
て
い
き
た
い

答

問   

新
年
度
か
ら
全
小
学
校
、

中
学
校
の
児
童
、
生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
が
配
備
さ
れ
、
授
業
が

進
め
ら
れ
て
い
く
事
に
な
る
が

そ
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答   

３
月
上
旬
ま
で
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
配
備
を
完
了
す

る
。
教
員
向
け
の
研
修
や
試
行

期
間
を
設
け
て
４
月
か
ら
ス

ム
ー
ズ
に
運
用
が
開
始
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問   

教
育
現
場
で
は
初
の
試
み

と
な
る
が
、今
後
に
向
け
て
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
の
か
。

答   

授
業
で
の
興
味
・
関
心
を

高
め
る
一
斉
学
習
、
端
末
の
持

ち
帰
り
等
に
よ
る
個
別
学
習
、

意
見
交
換
等
で
お
互
い
を
高
め

あ
う
協
働
学
習
の
充
実
を
目
指

し
た
伊
勢
市
版
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

問   

現
在
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
５
名

を
配
置
し
教
育
現
場
を
サ
ポ
ー

ト
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
体

制
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
危

惧
す
る
。
今
後
の
支
援
体
制
は

ど
う
か
。

答   

今
後
、
国
の
基
準
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
学
校
を
支
援
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
５
人
程
度
の
増

員
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問   

教
育
委
員
会
の
中
に
こ
の

構
想
推
進
に
向
け
専
任
担
当
者

を
配
置
、各
学
校
と
連
携
を
図
る

う
え
で
各
校
に
も
担
当
者
の
配

置
も
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答   

教
育
委
員
会
内
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。
各
校
に
は
情
報
教

育
推
進
委
員
を
配
置
し
て
い
る

の
で
連
携
を
強
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

⃝
旧
市
川
造
船
資
料
に
つ
い
て

ＧＩＧＡスクール構想による教育を
どのように進めていくのか

西  山  則  夫　議員
（新政いせ）

協働学習等の充実を目指し
伊勢市版のロードマップを
作成する

答

  

宿  　

  

典  

泰　
議
員

（
政
友
会
）

一
般
質
問

伊勢市駅前再開発ビル

タブレット端末を使用した授業
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問   

不
登
校
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
材
に
よ
る
学
習
活
動
を

行
っ
た
場
合
、
学
校
長
独
自
で

の
判
断
は
難
し
い
と
考
え
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
や
判

断
基
準
を
統
一
す
る
考
え
は
。

答   

喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
文

科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
形
で
本
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問   

不
登
校
児
童
生
徒
が
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
民
間
施
設

を
利
用
し
た
場
合
、
経
済
的
支

援
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る

が
、
本
市
の
考
え
は
。

答   

就
学
援
助
費
の
制
度
を
参

考
と
す
る
な
ど
経
済
的
な
制
限

を
考
慮
し
、
可
能
な
支
援
策
を

研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
族
へ
の

支
援
に
つ
い
て

問   

地
域
生
活
支
援
の
在
り
方

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答   

支
援
拠
点
の
整
備
・
施
設

利
用
体
験
な
ど
様
々
な
生
活
の

場
の
確
保
に
努
め
、
重
層
的
支

援
体
制
の
整
備
や
支
援
体
制
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問   「
声
な
き
声
」
へ
の
相
談

体
制
と
し
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
す
る
考
え
は
。

答   

電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

体
制
は
あ
る
。
今
後
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
を
踏
ま
え
早
急

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問   

障
害
者
手
帳
の
発
行
や
施

設
入
所
に
関
す
る
手
続
き
、
利

用
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
な
い

不
登
校
児
童
生
徒
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
材
を
活
用
し
た

場
合
、
出
席
扱
い
で
き
る
か

定
期
的
な
家
庭
訪
問
と
合
わ
せ
、
出
席
扱
い
と
す
る

方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
る

問   

再
開
発
事
業
の
必
要
性
は

何
か
。

答   

伊
勢
市
駅
前
は
空
き
ビ
ル

状
態
が
続
い
て
い
た
が
、
平
成

25
年
の
式
年
遷
宮
を
契
機
に
、

賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た
。
そ
の

賑
わ
い
を
中
心
市
街
地
全
体
に

広
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問   

保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
入

居
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
。

答   

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
人
の
往
来
が
創

出
さ
れ
、
Ａ
地
区
で
は
宿
泊
施

設
に
よ
る
誘
客
、
Ｂ
地
区
で
は

複
合
施
設
に
よ
る
交
流
、
Ｃ
地

区
で
は
集
合
住
宅
に
よ
る
居
住

と
３
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街

地
活
性
化
の
一
翼
を
担
う
と
考

え
て
い
る
。
駅
周
辺
に
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
行
政

機
能
、
民
間
を
含
め
た
都
市
機

能
を
集
積
し
、
市
民
生
活
利
便

性
の
向
上
や
居
住
の
促
進
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
実
現
し

た
い
。

問   
市
が
再
開
発
ビ
ル
へ
入
居

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、福
祉
を
ど

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

答   

妊
娠
出
産
期
か
ら
子
育
て
、

子
ど
も
の
成
長
期
を
経
て
、
成

人
・
高
齢
期
ま
で
、
全
年
齢
を

対
象
に
切
れ
目
の
な
い
支
援
に

つ
な
げ
る
拠
点
に
し
た
い
。

問   

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携
は
。

答   

福
祉
部
局
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
そ
の
一
体
的
な
支
援
体
制

に
よ
り
、
就
労
支
援
に
つ
な
げ

た
い
。

伊勢市駅前における再開発事業に
ついて問う

中  村  　  功　議員
（志誠会）

と
の
相
談
へ
の
支
援
策
は
。

答   

ス
ム
ー
ズ
な
手
続
き
や
施

設
利
用
に
繋
が
る
よ
う
仕
組
み

づ
く
り
を
整
え
て
い
き
た
い
。

賑わいの流れが戻ってきてお
り、再開発で更なる賑わいに
つなげたい

答

一
般
質
問

答

宮  

﨑  　

  

誠　
議
員

（
新
政
い
せ
）

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区

伊勢市駅前地区の将来図
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11
月

２
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

10
日
◦
教
育
民
生
委
員
会
・
産

業
建
設
委
員
会
連
合

審
査
会

　
　
◦
広
報
検
討
分
科
会

12
日
◦
広
聴
検
討
分
科
会

18
日
◦
各
派
代
表
者
会
議

20
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

24
日
◦
産
業
建
設
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

　
　
◦
教
育
民
生
委
員
会
・
産

業
建
設
委
員
会
連
合

審
査
会

 

議
会
日
誌

25
日
◦
教
育
民
生
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

26
日
◦
総
務
政
策
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

　
　
◦
条
例
等
検
討
分
科
会

　
　
◦
議
会
報
告
会
・
意
見
交

換
会

27
日
◦
11
月
臨
時
会

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
会

30
日
◦
議
会
運
営
委
員
会

　
　
◦
同
協
議
会

12
月

７
日
～
23
日

　
　
◦
12
月
定
例
会

７
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

　
　
◦
各
派
代
表
者
会
議

９
日
◦
企
画
調
整
部
会

15
日
◦
議
会
の
あ
り
方
調
査
特

別
委
員
会

18
日
◦
教
育
民
生
委
員
協
議
会

21
日
◦
広
聴
検
討
分
科
会

23
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

１
月

13
日
◦
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
会
議

　
　
◦
各
派
代
表
者
会
議

20
日
◦
広
報
検
討
分
科
会

22
日
◦
教
育
民
生
委
員
協
議
会

　
　
◦
総
務
政
策
委
員
協
議
会

　
　
◦
広
報
検
討
分
科
会

27
日
◦
企
画
調
整
部
会

28
日
◦
議
員
研
修
会

29
日
◦
議
員
研
修
会

市議会の会派の紹介 （令和３年１月26日現在）
野崎りゅうた
（１人）
◎
△
野　
崎　
隆　
太

信貫
（１人）
◎
△
品　
川　
幸　
久

政友会
（１人）
◎
△
宿　
　
　
典　
泰

洗心
（１人）
◎
△
鈴　
木　
豊　
司

祥山会
（１人）
◎
△
小　
山　
　
　
敏

日本共産党
（１人）
◎
△
楠　
木　
宏　
彦

公明党
（２人）

○

辻　
　
　
孝　
記

◎
△
吉　
井　
詩　
子

新政いせ
（４人）

世　
古　
　
　
明

△

宮　
﨑　
　
　
誠

○

西　
山　
則　
夫

◎

上　
村　
和　
生

志誠会
（６人）

浜　
口　
和　
久

岡　
田　
善　
行

井　
村　
貴　
志

△

野　
口　
佳　
子

○

福　
井　
輝　
夫

◎

中　
村　
　
　
功

勢風会
（６人）

山　
本　
正　
一

𠮷　
岡　
勝　
裕

北　
村　
　
　
勝

△

久　
保　
　
　
真

○

世
古
口　
新　
吾

◎

藤　
原　
清　
史

問   

バ
ス
が
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
と
の
意
見
の
詳
細
は
。

答   

バ
ス
停
の
追
加
、
ル
ー
ト

変
更
に
伴
い
所
要
時
間
が
増
え

た
、
乗
り
継
ぎ
の
時
間
調
整
の

結
果
利
用
が
不
便
に
な
っ
た
、

な
く
な
っ
た
バ
ス
停
の
再
設
置

と
い
う
意
見
を
頂
戴
し
て
い
る
。

利
便
性
、
利
用
向
上
に
つ
な
が

る
よ
う
、
地
域
の
意
見
も
聴
き

必
要
に
応
じ
見
直
し
た
い
。

問   

寿
バ
ス
券
に
つ
い
て
現
在

の
利
用
状
況
を
伺
い
た
い
。

答　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の
外

出
支
援
を
目
的
と
し
、
交
付
し

て
い
る
。
令
和
元
年
度
は
１
万

９
５
３
名
に
交
付
し
、
交
付
率

は
51
・
1
％
、発
行
枚
数
に
お
け

る
利
用
率
が
46
・
1
％
で
あ
る
。

問   

利
用
対
象
者
全
体
の
25
％

未
満
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
。

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答   
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問   
寿
バ
ス
券
を
何
と
か
タ
ク

シ
ー
に
も
使
え
る
よ
う
に
と
い

う
陳
情
が
私
の
元
に
あ
る
。
そ

う
い
っ
た
意
見
は
あ
る
か
。

答   

地
区
懇
談
会
な
ど
で
バ
ス

ル
ー
ト
が
な
い
地
域
か
ら
は
意

見
が
出
て
い
る
。

問   

利
用
率
や
効
率
を
求
め
る

ほ
ど
、
本
来
の
交
通
弱
者
、
公

共
交
通
を
必
要
と
す
る
地
域
が

取
り
残
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

実
際
、
寿
バ
ス
券
を
使
う
方
法

が
な
い
と
の
声
も
聞
い
て
い
る
。

ぜ
ひ
と
も
タ
ク
シ
ー
利
用
を
研

究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答   

全
体
的
な
移
動
支
援
を
ど

う
す
る
か
、
そ
の
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
対
応
と
い
う
こ
と
を

考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

寿
バ
ス
券
を
使
え
な
い
地
域
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
が地

域
の
特
性
に
応
じ
た
対
応
を
考
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い

野  

崎  

隆  

太　
議
員

（
野
崎
り
ゅ
う
た
）

一
般
質
問

◎ 幹事長
〇 副幹事長
△ 会計

そ
の
他
の
質
問
事
項

⃝
伊
勢
市
駅
周
辺
整
備
構
想
に

つ
い
て

答

寿バス乗車券

100円券

氏名
生年
月日 ・　　　・
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≪対策方針≫
①寄り添い：国・県等の支援が「対象とならない」、「不足する」、「間に合わない」生活者や事業者等を支援

する。
②届ける：国・県、周辺市町等との連携を図り、効果的でわかりやすい事業推進を図る。
③迅速に：最も市民に近い自治体として、状況を把握し、「今」必要な対策をスピード感をもって実行する。

令和２年1月31日　市対策本部の設置

■ 初動対応　令和元年度予算・令和２年度当初予算にて対応

伊勢市の新型コロナウイルス感染症対策

令和２年度補正予算（第１号）　4月27日　　
市長専決処分130億547万6千円

〇国・県の対策を届ける対応
　・特別定額給付金（10万円）
　・子育て世帯臨時特別給付金（1万円）
　・感染症拡大阻止協力金（50万円）

令和２年度補正予算（第２号）　5月14日議決
8億6307万9千円
①社会を支える感染防止対策
　・保育所・幼稚園等の消毒対応
　・介護・障がい事業所の感染防止支援　など
②生活を守る資金・雇用支援
　・緊急雇用支援
　・ひとり親、学生、失業者への支援　など
③事業をつなぐ経済支援
　・販路拡大、地域応援商品券発行
　・交付金申請支援
　・休業要請協力金　など

■ 状況に応じた迅速な追加対応

令和２年度補正予算（第３号）　5月22日議決
1917万9千円
〇PCR検査体制の強化
　・伊勢地区検査センター設置

令和２年度補正予算（第５号）　7月1日議決
2億7791万5千円
①国の支援を届ける対応
　・ひとり親世帯臨時特別給付金
②感染防止・熱中症対策
　・保育所・幼稚園等の感染防止追加対策
　・避難所感染防止対策
　・学校熱中症対策

令和２年度補正予算（第４号）　7月1日議決
5億3803万5千円
〇教育ＩＣＴ環境の整備
　・ＧＩＧＡスクール環境整備事業

■ 総合対策（第１弾）

１．感染を防ぐ対策
　≪感染防止対策≫　　　　　　　≪医療体制確保≫
　・予防啓発・消毒対応　　　　　 ・市立伊勢総合病院の医療提供体制整備　など
　・小中学校等の休校
　・観光来訪自粛要請
　・市主催行事の延期・中止
２．暮らしを守る対策
　≪市民生活を守る≫　　　　　　≪事業活動を支える≫　　　　　　≪必要な情報を伝える≫
　・保育所等の開所継続　　　　　・＠伊勢アクション　　　　　　　・各種相談窓口案内
　・税・料の猶予・減免　など　　・市役所等での販売支援　など　　・在住外国人への情報発信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・デマ、人権侵害への対応　など
３．業務継続対策（ＢＣＰ）
　・分散勤務・ＷＥＢ会議導入　　・窓口フィルム設置・消毒作業　　・避難所対応方針の策定　など



各
種
ご
案
内
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■ 総合対策（第２弾）

令和２年度補正予算（第７号）　10月13日議決
108万7千円
・成人式開催事業（分散開催）

令和２年度補正予算（第８号）　10月13日議決　　　　
4億7227万1千円
〇市民・経済活動の支援・創造　～ withコロナ対応～
　≪地域経済活性化≫　　　　　　　　　　　　　　　≪実施体制・利用環境の整備≫　　
　・中小規模店応援商品券発行事業　　　　　　　　　・日本語教室オンライン化事業
　・年末年始混雑緩和事業　　　　　　　　　　　　　・戸籍住民課窓口混雑状況配信事業
　≪感染防止環境整備≫　　　　　　　　　　　　　　・おかげバスキャッシュレス決済導入事業　
　・不特定多数利用施設感染防止対策　　　　　　　　・議会ＩＣＴ整備事業　など

令和２年度補正予算（第９号）　12月23日議決
1億8476万2千円
・病院事業会計繰出金
・感染症拡大阻止協力金（追加）
・指定管理者運営維持負担金

令和２年度補正予算（第11号）　12月23日議決
6858万3千円
・ひとり親世帯臨時特別給付金（追加）

２月22日～３月19日

３月定例会は、

日程等は、開会１週間前から
ケーブルテレビ、
伊勢市議会ホームページ
でご案内します。

の予定です。
２月22日～３月19日

12
月
定
例
会
会
議
録

　

12
月
定
例
会
の
詳
細
は
、　

﹁
12
月
議
会
の
会
議
録
﹂
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
会
議
録
は
、
議
会
事
務
局
、

各
総
合
支
所
、
伊
勢
図
書
館
、

小
俣
図
書
館
へ
２
月
下
旬
に
設

置
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
伊
勢
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
ま
す
。

令和２年度補正予算（第６号）　8月11日議決　　　　　
9億468万2千円
①市民生活・事業継続支援
　≪市民生活支援≫　　　　　　　　　　　　　　　≪事業者支援≫　　
　・妊産婦育児等支援サービス利用費助成　　　　　・小規模事業者応援給付金
　・生活困窮者自立支援強化　　　　　　　　　　　≪市業務継続対応等≫　
　・児童虐待防止等ＳＮＳ相談　　　　　　　　　　・小中学校教育体制支援　など

②新たなスタイル・価値の創造
　≪感染防止環境整備≫　　　　　　　　　　　　　≪オンライン体制導入≫
　・幼・保・小中学校感染防止対策　　　　　　　　・行政事務デジタル化・家庭学習環境整備
　・新しい生活様式事業者支援　　　　　　　　　　≪地域経済活性化≫
　・観光地感染防止対策　　　　　　　　　　　　　・観光地等混雑状況配信
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・クリエイターズ・ワーケーション促進　など



いせ市議会だより令和３年２月15日発行 （第62号）

16

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た

■印刷　千巻印刷産業株式会社　　■「いせ市議会だより」は、再生紙を使用しています。

　私が好きな伊勢の良いところは伊勢神宮の内宮、外宮です。ほかに
もおかげ横丁などは伊勢の名所です。私はそんな伊勢が大好きです。

表紙の題字は表紙の題字は表紙の題字は
伊勢の好きなところ

佐八小学校の皆さんに書いていただいた作品の中から、
今回は、濱地楓羽さんの「いせ」を採用しました。

　いせ市議会だよりの表紙の題字は、伊勢市内の小学生から募集したものを
学校ごとに掲載しています。
　次号は、宮山小学校の皆さんの作品の中から採用する予定です。

佐八小学校６年　濱
はま

地
じ

　楓
ふ わ

羽

 

編
集 

議
会
の
あ
り
方
調
査
特
別
委
員
会

　
広
報
検
討
分
科
会

会　
　
長　
　
吉
井　
詩
子

副  

会  

長　
　
久
保　
　
真

委　
　
員　
　
宮
﨑　
　
誠

北
村　
　
勝　

鈴
木　
豊
司　

岡
田　
善
行　

品
川　
幸
久　

小
山　
　
敏　

　
浜
口
和
久
会
長
が
議
長
に
選

任
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
吉
井

詩
子
副
会
長
が
新
た
に
会
長
と

な
り
、
久
保
真
委
員
が
副
会
長

と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
勢
市
議
会
事
務
局︵
本
館
３
階
︶

〒
５
１
６

－

８
６
０
１

伊
勢
市
岩
渕
１
丁
目
７
番
29
号

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ   

21 

－

５
６
３
０

　
Ｆ
Ａ
Ｘ   

21 

－

５
６
３
１

　
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai@
city.ise.m

ie.jp

　
11
月
26
日
に
議
会
報
告
会
・

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
参
加

者
の
人
数
制
限
を
行
い
、
14
人

の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
で
審

査
さ
れ
た
令
和
元
年
度
決
算
に

つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関

心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
事
項
を

お
伝
え
し
た
後
、
質
疑
応
答
と

意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
ま
し

た
。

　
開
催
当
日
に
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
活
動
に
繋
げ
る
と
と
も

に
、
広
報
・
広
聴
活
動
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
伊
勢
市
駅
前
市
街
地
の
再
開

発
、
ま
た
再
開
発
ビ
ル
へ
の
市

の
保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
入
居

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
か
ら

常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会
、

連
合
審
査
会
等
で
議
論
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、
12
階
建

て
ビ
ル
の
５
階
か
ら
７
階
の
３

フ
ロ
ア
に
市
の
保
健
福
祉
拠
点

施
設
が
入
居
す
る
た
め
に
必
要

な
内
装
工
事
の
設
計
経
費
、
ま

た
20
年
間
分
の
賃
借
料
が
一
般

会
計
補
正
予
算
︵
第
10
号
︶
と

し
て
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
18
日
の
教
育
民
生
委
員

会
で
は
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
し
と
決

定
後
、
条
件
付
で
賛
成
と
す
る

附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
12

月
21
日
の
総
務
政
策
委
員
会
で

も
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
し
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
12
月
23
日
の
本
会

議
で
は
、
３
人
の
議
員
か
ら
反

対
討
論
、
６
人
の
議
員
か
ら
賛

成
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
討
論

の
様
子
は
伊
勢
市
議
会
動
画
配

信
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
上
村
和

生
議
員
ほ
か
17
名
か
ら
附
帯
決

議
の
提
出
が
あ
り
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
ペ
ー
ジ
に
賛
否
一
覧
表
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆  

伊
勢
市
駅
前
市
街
地
再
開
発

◆  

保
健
福
祉
拠
点
施
設
の
入
居

議
案
第
１
６
０
号　
令
和
２
年

度
伊
勢
市一般
会
計
補
正
予
算

︵
第
10
号
︶
の
採
決

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た

　
市
の
保
健
・
福
祉
政
策
に
つ

い
て
は
市
議
会
も
賛
同
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
予
算
執
行
に
当

た
っ
て
、
①
拠
点
施
設
の
機
能
、

費
用
対
効
果
、
②
将
来
的
な
健

全
経
営
、
③
利
用
者
駐
車
場
の

確
保
、
④
事
業
内
容
や
費
用
対

効
果
等
の
説
明
、
⑤
関
係
機
関

等
と
の
連
携
を
十
分
留
意
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

附
帯
決
議
の
内
容

12月23日
本会議
配信動画

附帯決議
全文


